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ビジネスインテリジェンス講義における
Strengths Finder™実施結果:平成 20 年度版
ビジネスインテリジェンス講義における Strengths Find l. i実施結果
研究ノート
守
る資質項目を知ることができ，コース全体の教育方針
に対して重要な情報を入手できる可能性がある O
③ こういった共通の資質のうち 回復志向と共感性
という資質を持っていると認識している学生が少ない
ことから，これらを伸ばす機会を与えることが重要で
ある O
④ 平成 19 年度の結果と比較して 順位に少し変化
があるものの，入れ替わったのは下位の資質ひとつの
みで，年度が異なっても多くの共通資質が存在するこ
とを示している O また，平成 19 年度同様，例えば回
復志向や共感性のように，多くの学生が持っていると
判定された資質であるにもかかわらず本人がその資質
を意識していない資質が高位に含まれている O
主要な結果
本研究ノートは，米国ギャラップ・オーガニゼー
ション社のオンライン自己分析サービスである
Strengths Finder™を，平成 19 年度に続き，平成 20
年度後期の商学部マーケテイング学科ビジネスインテ
リジェンスコース専門科目ビジネスインテリジェンス
の履修学生 (15 名)に対して実施した結果の報告で
2. Strengths Finder™実施にいたる経緯と概略1)
204 年 9 月，専修大学の国際交流提携校としては
最も長い歴史を持つネプラスカ大学の経営学部ジェ
フ・バーデイツク教授が同校学生の引率で来校した際
に，ネプラスカ大学経営学修士課程ではギャラ ップ・
オーガニゼーションが開発した Strengths Finder™を
導入した事実を知ることができた2)0 S廿engths
Finder™は，大学生活への指針を与えるのみではな
キャリア開発まで視野に入れていることから，長
ある O
主要な結論は以下の 4 点である。
① 平成 20 年度の履修学生全員の特定化された資質
項目の上位 5 位の順序は，すべて独自であり， 1 人と
して同じ資質組み合わせを持つ学生がいなかった。し
たがって，資質を強みに転嫁することが教育の重要な
役目であるとすれば個々の学生に対するきめ細かい
教育の必要性がデータで確認できた。
② 頻度順に，調和性，回復志向，共感性，最上志
向，適応性という 5資質が集中的に出ることから，ビ
ジネスインテリジェンスコースに属する学生が共有す
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期的視野にたった学生指導にも利用できる可能性があ
り,指導方法のひとつとして試してみる価値があると
考え導入した｡
バッキンガム&クリ　フト　ン(2001)によ　り
Strengths FinderTMは実行可能である｡同書は,ビジ
ネスマン向けであるが,教育の観点からみると,強み
を基本とし, ｢強みを大学生活に活かす｣ものと解釈
でき,その主要な主張は以下にまとめることができ
る｡
①　すべての学生は大学教育を完遂する資質を持っ
ている｡
(参　すべての学生は,固有の資質を持っている｡
(参　固有の資質を伸ばすことが成功に通じる｡
④　ほとんどの学生は独自の資質に気づいておら
ず,ましてやそれらを伸ばす方法を知っている者
はさらに少ない｡
そして,学生が成功するためには以下が重要であ
る｡
表1 Strengths Finder'Mの34項目の資質と説明
①　固有の資質を認識する｡
②　固有の資質を基本に強みを伸ばす｡
(参　勉学そして人生の目的達成に強みを利用する｡
④　学生の将来キャリアは,大学時代に固有の資質
を発見し,それを基に強みを伸ばすことによって
向上する｡
これらのメッセージは,経済学の重要な原理である
比較優位からすれば,当然のことである3)｡比較優位
原理を実践するためには,自分の｢強み｣を知ってお
くことがまず必要であり, StrengthsFinderTMによっ
て34項目の資質から上位5位を特定する｡それらの
資質を伸ばす努力が,資質を強みに転嫁させ,能力向
上を実現できる｡組織レベルでは,メンバーの強みを
識別できれば,最適な人的配置が可能であり,チーム
ワークそしてリーダーシップ向上に活用できるわけで
ある4)｡
｢34の資質｣を表にまとめたのが表1である｡な
お,資質の翻訳には語感がいまひとつ合致しないもの
資質 倬??ﾉ?k?英文資質 倬???
回復志向 冢)ﾈx.ﾈ*ｨﾔH*ｸ,X*.ｸ,x+,冢)ｨ*.ﾈ*%H.,JH+ｸ.ｨ/Restorative 雍                       
決することに長けている○ 
調和性 8ﾊﾈ自'h/ｸ-ｸﾊﾈY<ｸ/ﾉ*H腰,8ﾊX.自'h+x.%H.ｲFocus 亊hﾅr                     
適応性 zﾈ.ｨ,,I+,h/ﾔH-ｺ(ﾚ8/YZH+ｸ.ｨ+ﾈ.ｨ,ﾈ鳬5Y饑ｲAdaptability 雍                       
向をひとつずつ選択することにより､将来を見極める○ 
最上志向 仄ﾘ-ﾘ/y駅+X,JI[ﾘｼX,ﾘ,ﾘﾜXﾘ(,ﾉX/Hﾌ)ﾈ,(+X,ﾘ&8,(,I,rMaximizer Xｻ                
求する○単なる強みを最高レベルのものに変えようとする○ 
共感性 俾兒ｨ/ﾉﾈ,ﾈ8ｻX,X*ｸｫx*h,Hﾖﾈ*h.,h,h.蟹ﾉﾈ,ﾈｫH+x.,h*｢Empa血y 亊hﾅr                  
できる○ 
ポジティブ 颯ﾙ4X*.芥+X*齷(,ｸ,ﾉDﾘ/ﾈ,兒ｨ*h.,h*ｨ,X*ｸ.ｹh*ｹbPositiVity Xｻ                    
きとしており､他人に活気を吹き込み､やる気を起こさせることができる○ 
自我 ﾉﾈ,ﾉmｨ*xﾊIOﾘ,偬Iwh,ﾈｭH,,h/eﾘ/,X*(.ｹ<izy8,儻ﾚBSigni五cance 雍                    
人から認められたいと思っている○ 
成長促進 ﾉﾈ,ﾈ鰄,(Eﾉｸ/Dh+ZH+ｸ.ｨ/ﾈ,ZImｨｦ8+ｹﾉﾈ,ﾈ抦+8,竸Developer Xｻ                    
の兆候を見逃さず､このような進歩を実現することから充足感を得る○ 
目標志向 冦ｩUx/.ⅸ+ｸ,ﾉmｩUx,佰ﾈ*,H-ﾈ*)ZImｩUy$)ﾈ,儺ｹwh,咽98/ﾗ8*H+,bRelator 雍              
ができる○優先順位をつけてから､そのとおりに行動する○ 
慎重さ 佇)/ﾗ8*H鳧,俤y8,ﾉ(ﾘ/ZX*Hｸ*.x.H.ﾈ.ﾚHｮｸﾊ(ﾚ)>｢Deliberative 倡Xﾏﾂ                   
待ち受けていると考えている○ 
責任感 ｩ7(.hﾋ+ﾘ+,h,ﾙTｸ+溢ﾗ8+x.ﾈ鰄+X,X*.ｹ9+ﾈ+8.)(們+8,Responsibility 亊hﾅr                 
どの普遍的価値観を達成することに､意義を感じている○ 
社交性 ﾘ.x,)ﾈ,h檍**H齷Zｨ/ﾔH*ｸ,,H..x*H,ﾈ*ｨﾔH*ｸ,X*.ｸﾊﾘ.x,ｩﾂWoo Xｻ                
と打ち解けて親しくなることから満足感を得る○ 
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資質 倬??ﾉ?k?英文資質 倬???
コミュニケ- ｩLｩ4俾兒ｨ,ﾈﾖﾈ*h/ﾋ駢H,儷ﾈ+x,ﾈ*ｩ;闕8,X*.ｹ,冲H.ｪIZ磯h/ｹ4Communication 亊hﾅr            
ン′ヨン kx.ﾈ*ｨ8訷,X*.ｲ         
着想 h+X*(4486h4/ﾖﾈ*h.ﾈ*ｨﾔH*ｸ,X*.ｹ8*ﾘ腰,侏ｸｸ,侈h.,ﾈ,ﾈｭBⅠdeation 倡Xﾏﾂ               
に､関連性を見出すことができる○ 
親密性 ﾉﾈ,h,ﾈｽ冕x,渥hﾅx/ｧX-ｹmｩUy$)ﾈ,ﾈ+ﾘ-冲iﾈ,i7y|ﾘ+x.,h*zIRⅠncluder 亊hﾅr              
きな満足感を得る○ 
未来志向 冕)xｨ,x,ﾈ.h*H,,ﾈ*(*(,Hﾖﾈ*jH+ｸ+*x4486h4/;ｹj)x(*"Futuristic 倡Xﾏﾂ                
てのビジョンを語ることで､人々を高揚させる○ 
競争性 俾兒ｨ,ﾉ竸/ﾉﾈ,iNHｧ(+x.ｨ自MH,ﾘ-ⅸ-ﾈ+ﾘ5(986X5x,X,(+ﾘ-Competition Xｻ              
に､相当な努力をする○ 
分析思考 兒磯h,ﾉyﾙu(,hﾋH宿/,xｸ+x.ｸ8ｻX,Xｻuh.)Eﾉｸ,ﾈ*.x-x,H,ﾉwibAnalytical 倡Xﾏﾂ               
を考慮に入れる能力を備えているo 
収集心 h.ﾘ*ﾘ,ﾉ&ﾘ/ｸ-ﾘ.ﾘ*ｨ.X*.ｸ.,ﾈ/-ﾘ.芥*.x.H.偃ﾙ}Input 倡Xﾏﾂ                   
の情報を蓄積したりするのが好きな人が､このタイプに多くみられる○ 
戦略性 冦ｩ4佰ﾈ*H+ﾘ-ﾉ闊/ｩ.x.,h*ｨ,X*ｸ.ｸ*(*ｩ.ﾉlｨ+X.bStrategic 倡Xﾏﾂ                   
うとも､適切なパターンと問題点を直ちに予測することができるo 
公平性 .x.H.ﾈ/[ﾙ9X*ITｹwiｸ/ｦﾙﾘ+X,H*(.ｹk隕ﾘ,ｸｸ8ｸ/.ⅸ+ｸ.ｨ,Consistency 倡Xﾏﾂ                
従うことで､世界のすべての人を公平に扱おうとする○ 
原点思考 (ﾋHﾅ(*(,Hﾖﾈ*h.ﾈ*ｨﾔH*ｸ,X*.ｸ曁ｸ+(-x.,h,h.芥ﾋｸﾝﾘ/Context 倡Xﾏﾂ                
理解するo 
個別化 ｩﾈ自ﾈ*ｨ鰄,(8h6ｨｸ4偉)ｸ,仆ｹj/-*ｨ.ｸ腰,87h,ﾉﾈ+ﾘ+ﾈⅠndiVidualization 亊hﾅr                   
団をまとめ､生産性の高いチームを作ることに長けている○ 
包含 ﾉﾈ/*ﾈ.ｨ.,h*ｨ,X*ｸ.ｩﾈ,ﾉ}h*x､ｨ,H*(.ﾈ,ﾘ/ZX**H+ｸ,ﾂHmony 亊hﾅr                 
ような人を輪に入れようと努力する○ 
達成欲 兔､ｨ+ﾘ5ｨ*.芥x,俶H馼,偃h.x-ｸ齷Zｨ*ｩﾙeｨ,Yh蝎4X*.AchieVer 雍                   
ことに､大きな満足感を得る○ 
内省 ｩEﾘｨﾘ*ﾘ,ﾈ鳧ｭH/N(+x.ｹ>4ZH齷Zｨ,ﾉ:ｨ,ﾉ(h,Xﾖﾈ*h.ﾈ*ｨﾔH*ｲⅠntellection 倡Xﾏﾂ             
で､知的な討論が好きである○ 
アレンジ ﾘ*ﾘ+8/,ﾉwih/ﾕﾉﾈ+Xｬyyﾘ+x.,h*ｨ,X*ｸ.i:唏自7萎ﾈ.8++ﾘﾕﾉﾂA汀anger 倡Xﾏﾂ               
にこだわらず､作り変えることをいとわない柔軟性をも備えている○すべての要 
素と資源をどのように組み合わせたら､最高の生産性を実現できるのかを考える 
のが好きである○ 
学習欲 乂xwｨx,ZHﾘ,佰ﾈ8/eﾘ/,X*(.愉<,佇ｸ惠.h.ｧx+x.,h齷ﾂLearner 倡Xﾏﾂ                  
に意義を見出すo 
指令性 仄ﾘ*)hﾝﾘｫH*ｨ*.ｸ8ｻX,ﾈ益;ﾊ/簡.芥ﾈh/岑+xｲCommand Xｻ             
信念 ｸ,ﾉﾈ,ﾉ(hｦｨ,h,仄ﾘ*(廂&ﾈｬｨ*.芥+X*+ｸ,ﾈ廂&ﾈｬﾙ¥ﾘ.x,(.,ﾈ,RBelief 雍               
ある○その価値観を実現することが､人生の目標となる○ 
規律性 ｨ攤.)(8+X*(ﾇh柯,偖ﾘ*H+,h/ﾔH-ｹ(､X,ﾘ齷Zｨ*ｨﾞﾈ,+ﾙ(,ﾉ(h,hﾝﾒDiscipline 雍                
する○ 
活発性 486h4/ﾗ8,ｨ+x+,h,h.以ｸ惠/.+ﾘ.x+xｸ+h,,h+X,H*(.,h*ｨ,X*ｲActiVator 雍                  
ないことが多いものである○ 
自己確信 俾兒ｨ,ﾉEﾉ|ﾘ,iKｹ&i|ﾘ,俾ﾘ/鰄,,H*(.ｸ-ﾈ.ZH齷Zｨ*ｩ8+X*)_ｸﾏﾂﾙ,RSelLAssurance 雍             
いることを教えてくれる羅針盤が体内に備わっているかのようである○ 
運命思考 .x.H.ﾈ.)Z磯h,ﾘﾍﾘ*(,佇ｸ-,(*(,H*(.hﾖﾈ*h,H*(.ｸ+,ﾉ(,仭I(,h*(*BConnectedness 倡Xﾏﾂ           ものはほとんど存在せず､ほぼあらゆる出来事には何らかの理由が存在すると確 
信している○ 
注) http : //sfl.strengthsfinder.com/,http : //www.gallup.co.jp/galluppath/strength.html (資質群情報)
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や英文資質の単語も造語と思われるものもあることか
ら原語も添付した｡資質は,さらに動機,関係,影
響,志向という群に分類されている｡
3.平成20年度後期専門科目ビジネスインテリ
ジェンスにおける実施結果
専修大学商学部マーケテイング学科ビジネスインテ
リジェンスコースでは,ビジネスインテリジェンス
(2単位)というコース導入専門科目を平成19年度よ
り開講し,筆者が担当した｡そして,これを機会に
Strengths FinderTMを講義に導入した5)｡ ICTを応
用･活用したビジネスインテリジェンスの一例とし
て, StrengthsFinderTMを利用することにより,自己
キャリア管理,ライフハックス,チームワーク教育,
そしてリーダーシップ教育に関連付けることを考えた
わけである｡
平成20年度にも継続して行った結果,平成19年度
同様に,履修学生すべての上位5位の資質項目の順序
が完全に独自であり, 1人として同じ組み合わせ順を
持つ学生はいないことが分かった6)｡したがって,教
育が学生の持つ資質を強みに転嫁させる行為だとすれ
ば,個々の学生に対するきめ細かい教育の必要性が指
摘できる｡
表2は,平成20年度の実施結果をまとめたもので
ある｡第1資質から第5資質までを横に並べ,頻度順
に縦に並べた7)｡数値は学生数である｡
第1資質で最も多かったのは調和性であり,以下は
順に回復志向,最上志向,適応性,原点思考となって
いる｡なお,当然のことながら第1資質が調和性だっ
た学生の第2資質以降は別の資質となることに注意さ
れたい｡ Strengths FinderTMの解説によると順序は絶
対的なものではなく,場合によっては逆転もありうる
ということであるから,表2のような情報の提示も有
効である｡
表3において総計で比較すると,平成19年度の結
果と比較して,上位5位では,順位の入れ替えのみで
あった｡入れ替わったのは下位の資質ひとつのみで,
年度が異なっても多くの共通資質が存在することを示
しているから,調和性,回復志向,共感性,最上志
向,適応性の5資質を共有していると考えてよいだろ
う｡
合致した資質とは,特定化の結果の中で最も自分の
資質と合致したと感じた資質であり,平成20年度で
は調和性が最も多くかつ合致している｡平成19年度
の学生の感想で合致したと感じた資質の一番は調和性
であった｡回復志向は,平成20年度の2位であり,
平成19年度では1位であった｡しかし,回復志向は,
平成19年度の合致資質には含まれていなかったし,
平成20年度においても同様であった｡平成20年度で
は共感性と成長促進も合致資質ではない｡このように
学生達の多くは自分で気付いてない資質を持ってお
り,それを活かす機会を与えれば,能力を拡大する可
能性を指摘できる｡
そういった自分で気がついていない資質を,上位5
個でみると,回復志向と共感性が重要である8)｡回復
志向を持つ学生は,問題解決志向であり,問題を与
え,問題解決の成功を評価することが重要である｡ま
た,問題が未解決の状態が続くと敗北感を感じるので
援助が必要である｡したがって,何を解決したいの
か,あるいは何を改善したいのかを明確にし,必要な
援助を与えることが重要である｡共感性を持つ学生
は,周囲の空気を読むので,他の人との同調が重要で
ある｡空気を読むということは,他人の感情を敏感に
察知することができる長所であることを認識させる必
要がある｡他人に影響されることから,積極的で楽天
的なグループに入れる必要があり,悲観的で冷笑的な
グループに入れると意気消沈する｡
合致している資質は本人が認識しているものである
が,指導するサイドからは以下のことが重要である｡
調和性を持つ学生は,争いを避けるから,競争や論争
は本人を萎縮させる｡しかし,意見対立における同意
点をみつける手助けとなる｡周囲から支持されている
ときに,実力を発揮するから,調和性を持つグループ
に入れると良い｡自分の立場を正当化したい傾向があ
るから,自分の行動の裏付けとなる専門家の意見など
を得ると良い｡最上志向を持つ学生は,強みの評価が
重要であり,弱点の指摘や弱点補強の強制は有効でな
い｡きちんとしたキャリアパスがあり,その各段階に
ビジネスインテリジェンス講義におけるStrengths FinderT"実施結果
表2　平成20年度ビジネスインテリジェンスにおけるStrengths Rnder'M実施結果(155名)
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第1-資質 ﾂ第2資質 壷ﾂ第3資質 ﾂｲ第4資質 ﾂ第5資質 ﾂ          
1 )ｲ23 )ｲ21 ｸ咎ｲ12 俾Bll 仄HｫIｲll                
2 弌Yﾈ躪ﾏﾂ15 仄HｫIｲ12 )ｲ10 H+2ll 俾B10              
3 俐X8躪ﾏﾂ14 弌Yﾈ躪ﾏﾂ12 ﾈ5x6X4(7R9 ﾉ+y9ll ﾉ+y99               
4 ｸ咎ｲ10 俐X8躪ﾏﾂll 侘)¥ｨ峇9 ﾈ5x6X4(7R9 ｸ咎ｲ9            
5 侏I5hﾖﾂ9 ｸ咎ｲ8 H+28 )ｲ8 俐X8躪ﾏﾂ8               
6 倆ﾏｲ7 H+28 弌Yﾈ躪ﾏﾂ7 (7X6ｨ5ｸ5h8x927 弌Yﾈ躪ﾏﾂ7                 
7 H+27 ﾈ5x6X4(7R8 仄HｫIｲ7 弌Yﾈ躪ﾏﾂ7 8ﾈ985r6             
8 ﾈ5x6X4(7R6 ﾙzｩｲ7 俾B7 仄HｫIｲ7 ﾈ5x6X4(7R6            
9 仄HｫIｲ6 倆ﾏｲ7 竸ﾂ7 佰i[ﾙｲ7 )ｲ6               
10 俾B6 俾B7 乂xw5 Y｢7 兒ｩﾘ輊ﾖﾂ6            
ll 假ｸ26 侏I5hﾖﾂ6 佰i[ﾙｲ5 俐X8躪ﾏﾂ6 仄9ｲ5             
12 (7X6ｨ5ｸ5h8x925 冦ｩUx躪ﾏﾂ5 Yjyｲ5 假ｸ26 佰i[ﾙｲ5               
13 兒ｩﾘ輊ﾖﾂ5 假ｸ25 兒ｩﾘ輊ﾖﾂ5 8ﾈ985r5 倆ﾏｲ5               
14 佰i[ﾙｲ4 侘)¥ｨ峇4 冕)x育Xﾏﾂ5 5 H+25            
15 ﾙzｩｲ4 冕)x育Xﾏﾂ3 侏I5hﾖﾂ4 竸ﾂ5 Yjyｲ5            
16 竸ﾂ4 竸ﾂ3 俐X8躪ﾏﾂ4 乂xw4 9D8ｫB5           
17 侘)¥ｨ峇3 9D8ｫB3 倡y}ｲ4 仄9ｲ4 ﾙzｩｲ5            
18 9D8ｫB3 倡y}ｲ3 倆ﾏｲ4 )ﾉw4 乖雨ﾙｲ4              
19 Y｢3 亢ｹzYｲ3 ﾉ+y94 冕)x育Xﾏﾂ4 冕)x育Xﾏﾂ4            
20 冦ｩUx躪ﾏﾂ3 乂xw3 9D8ｫB4 倡y}ｲ3 冦ｩUx躪ﾏﾂ4         
21 ﾙD2 Y｢2 ﾙzｩｲ4 ｸ咎ｲ3 倡y}ｲ3              
22 Yjyｲ2 ﾉ+y92 4 乖雨ﾙｲ2 假ｸ23                 
23 冕)x育Xﾏﾂ2 佰i[ﾙｲ2 (7X6ｨ5ｸ5h8x923 侏I5hﾖﾂ2 )ﾉw3              
24 8ﾈ985r1 (7X6ｨ5ｸ5h8x922 亢ｹzYｲ3 侘)¥ｨ峇2 Y｢3               
25 駝ﾘ輊ﾖﾂ1 兒ｩﾘ輊ﾖﾂ2 冦ｩUx躪ﾏﾂ3 ﾙD2 3            
26 乖雨ﾙｲ1 1 8ﾈ985r2 Yjyｲ2 竸ﾂ3               
27 仄9ｲ1 )ﾉw1 駝ﾘ輊ﾖﾂ2 9D8ｫB2 (7X6ｨ5ｸ5h8x922                
28 ﾉ+y91 Yjyｲ1 仄9ｲ2 ﾙzｩｲ2 亢ｹzYｲ2                
29 )ﾉw1 ﾙD1 假ｸ22 兒ｩﾘ輊ﾖﾂ2 侘)¥ｨ峇2            
30  乖雨ﾙｲ1 )ﾉw2 冦ｩUx躪ﾏﾂ2 俾侘姶ﾙﾒ2          
31  8ﾈ985r1 Y｢2 亢ｹzYｲ1 冕)x育Xﾏﾂ1           
32   俾侘姶ﾙﾒ1 俾侘姶ﾙﾒ1 乂xw1         
33    倆ﾏｲ1 侏I5hﾖﾂ1          
34     ﾙD1       
注)筆者推計｡
表3　総計によるランキング　実施結果(155名)
廃位 兌ﾙﾃ#D総計 =h+X+ﾘ総計 兌ﾘ総計 貍⁶          
1 )ｲ68 )ｲ21 弌Yﾈ躪ﾏﾂ60           
2 弌Yﾈ躪ﾏﾂ48 H+216 )ｲ54          
3 仄HｫIｲ43 ﾈ5x6X4(7R13 ｸ咎ｲ45        
4 俐X8躪ﾏﾂ43 俾B12 俐X8躪ﾏﾂ40       
5 ｸ咎ｲ42 俐X8躪ﾏﾂ9 仄HｫIｲ38        
6 俾B41 (7X6ｨ5ｸ5h8x928 ﾈ5x6X4(7R37          
7 H+239 倆ﾏｲ7 俾B34          
8 ﾈ5x6X4(7R38 假ｸ27 ﾉ+y933          
9 ﾉ+y927 ｸ咎ｲ6 冦ｩUx躪ﾏﾂ32         
10 倆ﾏｲ24 侏I5hﾖﾂ5 H+228          
注)筆者推計｡平成19年度は157名
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応じた報酬があるような仕組みで成長する｡適応性を
持つ学生は,即応性につながり,短期的な対応が得意
である｡一方で長期的な取り組みは苦手である｡共感
性を同時に持つと,顧客対応のような多用なニーズを
すばやく察知して対応することに長ける｡現在が重要
であるから,長期計画などより,現場対応が適してい
る｡
このような学生を対象とした教育は, ①クラス分け
に配慮して競争ではなく共に学習する環境を用意し,
②コースのパスを明確かつ細分化し適切な援助を与え
ながら成果をきめ細かく評価し, ④弱点強化ではなく
強みを伸長する内容とするため多様な問題に即時的に
対応していく能力を伸ばすものである必要があろう｡
4.今後の課題
Strengths FinderTMはビジネスの世界で注目され,
バッキンガム&クリフトン(2001)も2009年6月29
日で30刷と重版を続けている9)｡今回,平成20年度
の実施により,時系列で比較することができるように
なり,コース履修学生の特性が明確になってきた｡さ
らに平成21年度に実施することにより,情報を蓄積
していくことが重要である｡そういった積み重ねによ
り,ビジネスインテリジェンスのコース教育に対する
含意を抽出する可能性が見込める｡そして,それらの
知見を,コース教育の改善に結びつけることが将来課
題である｡
参考文献･資料
バッキンガム&クリフトン(2001), ｢さあ,才能(じぶん)
に目覚めよう-あなたの5つの強みを見出し,活かす｣,
Marcus Buckingham & Donald 0. Clifton (原著),田口俊
樹(翻訳)日本経済新聞社｡
大林守(2008),ビジネスインテリジェンス講義における
StrengthFinderTM実施結果,専修大学商学論集,第88
号, 93-loo°
注
1)説明のため,昨年度の成果である大林(2008)と重複す
る記述が存在するが,必要最低限とした｡
2)現在は, UNL/GallupMBA/MAとして開講, https://mba.
gallup.com/content/?ci=2076 1
3)講義においては,最初に絶対優位と比較優位の違いを説
明し,比較優位が現在の拡大した国際貿易の発展の理由
であることを強調し, Nomanisanislandという英語格言
を紹介して説明した｡
4) Strength QuestTMでは,対学生コンサルタント不足問題の
解決策としての利用も提案されている｡資質の特定化を
オンラインアンケートで自動化,カリキュラムを提示す
ることにより"非専門家"によるコンサルティングを可
能とするという主張である｡
5)結果を絶対視させないために,交流分析などの代替的な
自己分析手法を紹介することは怠らなかった｡
6)上位5位の資質の個票情報はスペースの観点から省略し
た｡筆者に要請すれば,個人情報を除いたファイルの閲
覧が可能である｡閲覧に関しては,講義開始時に学生の
許諾を受けてある｡
7)ただし,順位にあまり大きな意味を与えてはいけないと
あり,各個人が問題解決をするにあたり,まずこれら5
個の資質を同時に利用して事に当たるという性格のもの
であったり,あるいはこれら5個の資質は常にアンテナ
を出していたりするといった性格のものである｡
8)回復志向と共感性をバッキンガム&クリフトン(2001)
より引用する｡
回復志向:あなたは問題を解決することが大好きで
す｡さらなる困難に遭遇するとうろたえる人もいます
が,あなたはそれによって力を与えられます｡あなたは
症状を分析し,何が悪いのかを突き止め,解決策を兄い
出すという挑戦を楽しみます｡あなたは現実的な問題を
好むかもしれないし,抽象的な問題,あるいは個人的な
問題を好むかもしれません｡あなたはこれまでに何度も
ぶつかって,解決できる自信がある分野の問題を探し求
めるかもしれません｡あるいは,複雑で馴染みのない問
題に直面したとき,あなたは最もやり甲斐を感じるかも
しれません｡あなたが実際に何を好むかは,あなたの他
の資質や経験によって決まるでしょう｡しかし確実に言
えることは,あなたは物事に再び生命を与えることを楽
しんでいるということです｡底に潜む要因を明らかに
し,その要因を根絶し,物事を本来あるべき輝かしさ-
回復することを素晴らしいと感じるのです｡もしあなた
ビジネスインテリジェンス講義におけるStrengths FinderTM実施結果
の介入がなかったら,たとえばこの機械は,この技術
は,この人物は,この会社は,機能を停止してしまった
可能性があると本能的に分かっています｡あなたがそれ
を直したのです｡それを蘇生させ,活気を取り戻させた
のです｡あるいは,あなたらしい表現で言えば,あなた
はそれを救ったのです｡
共感性:あなたは周囲の人の感情を察することができ
ます｡彼らが感じていることを,まるで自分自身の気持
ちであるかのように感じることができます｡本能的に彼
らの眼で世の中を見ることができ,彼らの見方を理解で
きるのです｡あなたは必ずしもそれぞれの人の物の見方
に賛成するわけではありません｡必ずしも一人ひとりの
困難な状況を哀れむわけではありません-哀れむの
は,共感ではなく同情でしょう｡あなたは必ずしも,そ
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れぞれの人の選択を受け入れるわけではありませんが,
理解します｡そして,この本能的な能力は素晴らしい力
を持っています｡あなたには言葉に表せない問いかけが
感じられます｡あなたは人々が必要としていることが分
かります｡他の人が言葉を探して苦労しているとき,あ
なたには適切な言葉や適切な言葉のトーンが自然に出て
くるのです｡あなたは,人々が自分の感情をうまく言い
表せるように手助けします｡あなたは,彼らが感じてい
ることを表現するのを手助けします｡この素晴らしい力
によって,人はあなたに惹かれるのです｡
9)米国では,すでにStrengthFinder2.OTMという新サービス
が開始されており,将来的には接続性などで問題が生じ
る可能性も存在する｡
